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今年は、もう少しアクティビティ上げたい！、と思いつつ例年通りとなった1年。どうも進歩が

無いような気がする“今年”でした･･････。 

しかし、締めくくって見れば、CW キーヤーや７MHｚQRP 送信機もなんとか組み立てられ、

数度の移動運用、2 度のコンテスト参加で QSO 数は数百局くらい。何もしてなかったようにも

思えますが、何とか細々とHAMマンを続けることができた、といえるかも知れません。まあこ

れも各局がホビーしてくれたお陰であることには間違いはなく、感謝を申し上げます。 

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪ 

『来年の抱負は如何？』と言われた時の為に、フッと思ったのが、135KHzへのQRV。 

今までのTOP‐BANDであった1.9MHzよりズッと低い周波数帯で、約14倍も低い周波数。

1/4波長でも550mもあります。今年になって免許になったばかりで、どれくらいの最長距離QSO

が成立しているのか、JCC や JCG のポイントはどれくらい取られているのか？などの情報があ

まり無い様です。このあたりの周波数は長波帯(30～300KHz)といわれる周波数で、通信用とし

ては対潜水艦との無線通信に利用されていた（る?）様です。ビーコン用やロラン C（話が古い

hi）、電波時計の制御周波数等もありますね。低いが故に、結構未知なる部分でもあるかと思いま

す。･･･そんな点でおもしろそうですね。 

ただ送信機やANT を作ろうかとすると、アンテナインピーダンスメータやGDM にはそんな

周波数帯域までカバーしているものはないし、測定するには測定器を自作する等の工夫が必要に

なりますね。TXを造るにしても、奮発して水晶特注して直接発振にしようか、DBMのコンバー

タで 3.5M か 7MHz バンドを親にして 135KHz にしょうか？etc. ANT はロングワイヤーにし

てどれ位大きな延長コイルを巻いたら良いだろうか･･･。又、等価等方輻射電力(EIRP)１W の測

定方法は？･･･ 勉強しなければならないことも多いですね。 

長期戦で計画してみるのも良いかもしれませんね。 

① 構想計画 ②試行錯誤 ③製作 ④変更申請 ⑤運用  

運用が一番先になってはNGというものですが、あとはどれが先になっても一向に構わないの 

ですからアマチュア的に気楽にやればよいのですが。 

 

 兎も角、自らはハム男であると名乗る以上は、QSOをやってナンボ、何か製作をしてナンボ、

実験をしてナンボ、IDOサービスをしてナンボ・・・なにかの「アマチュア無線業務」をしてナ

ンボなのである、とはある人の言である。 

 自ら楽しんで、他人にも楽しみを味わっていただけるというのが FB。その様な一助の働きが

できれば尚FB。が、いずれも相当の努力をしなければならず至難なことです。 

仕事にあっても、ボランティアであっても･･･。ただ、自分の頭上の蠅も追えない有様ではこれ

又たいへんに難しいことではありますが･･･。2010年も我慢我慢の1年が予想されます。 


